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◎達成状況
指標名 単位 １９年度 ２０年度 ２１年度

活動指標

活動指標名 どれほどの活動をしたのか、事業の手法、手順等を詳細に

関係者との打合せ 農作物の作付や生育状況等について、5月から関係者と月2～3回打合せを行う。

広報活動数 リーフレットの配布及び町広報紙によるPRを行う。

成果指標

成果指標名 何を狙い、どのような成果が得られたのか

来場者数 収穫の喜びを体験することで、来場者数が増加する。

事業の目的 収穫の喜びを体験することで農業への理解を深めるとともに、採れたて農産物を食することで地産地消の推進を図る。

事業の内容
一般住民を対象に、総合交流ターミナル施設に隣接する体験農園において11月下旬に収穫祭を開催する。収穫作業及び収穫
した農産物の試食を行う。

◎成果指標と活動指標

21年度予算 199

0.60 人

◎事務事業の目的・内容

0.60 人

評価者 長町信幸

事業の実施方法

20年度人件費 4,312 千円 21年度人件費 4,370 千円 事業従事者数

20年度決算 95

基 本 目 標 活力ある農業の振興 終了年度

担当課（局） 産業振興 担当係 産業企画 記入者 杉村靖之

平成２１年度高鍋町事務事業評価表

◎事務事業の概要
事務事業名 めいりん公園収穫祭事業 開始年度 平成15年度

効　率　性
◎活動量の効果は上がっているか
◎経費や時間の削減余地があるか

種苗の提供や農産物の調理について、地域住民やフードランナー等の協力が得られて
いるため、一定の経費削減は行われている。

協　働　性
◎町民との協働の可能性があるか（ボ
ランティア・ＮＰＯ等）

認定農業者による農場管理指導や収穫祭で提供する食事の調理をフードランナー等が
行うなど、既に一部において地域住民との協働が図られている。

◎事務事業の評価

妥　当　性
（必要性）

◎目的からして町が行うべきか
◎同様の事業を他課・他団体で行って
いないか
◎事業廃止による影響があるのか

Ｈ20年度に策定した食育計画の推進は、町が積極的に関与すべき事業である。本事業
の実施に関しては、他課（健康福祉課）と重複する部分はあるが、当面は合同開催では
なく、協力、連携といった形で実施したい。農作物の生育から食育までを一貫した事業
として実施することを目標としており、現時点で廃止は検討していない。

有　効　性
◎目標に対して成果は得られているか
◎成果向上のための改善余地がある
か

実際に土に触れることや収穫を体験することにより、来場者が喜びや感動を共有するこ
とができ、来場者も増加傾向にある。
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事務事業評価委員会
評　価　欄

事　業 拡充

◎地域住民が主体となり、行政がフォローする方向へ転換する必要がある。

コスト 現状維持

拡充

コ　ス　ト

廃止 縮小 現状維持
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現状維持 ○
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◎担当者の方針に対する評価
者としての所見
◎統括者として、どのように事
業を進めるべきと考えている
か、等

地域の産業としての農業を、住民に理解してもらうために必
要な手段の一つと考える。

今後の方向性

　
事
業
の
方
向
性

拡充

事務事業名 めいりん公園収穫祭事業 担当課（局） 産業振興

◎総合評価（今後の方向性を含む）


